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、ビ白ぶ の各
わたしたらは大和″ オを愛 ιま

『月の沙漠」 大石門三

童謡と自然は切つても切れない縁、赤靖蛉、ふるさと、夕焼け小焼け、冬景色、早春譜

などなどありますが、「月の抄漠 J・ は恋の逃避行か、それともハネムーンの・ような希望に満

ちた歌なのでしょうか。叙情面家でもあつた加藤まさおは、沙漠、月、王子、工女そして

テタダの五点のみを借 りて、人生の無常観をダブらせξ大正 12年少女倶楽部に発表したこ

しかしその半年後、関東大震災が日本を襲い、哀愁に満ちたこの「月の沙漠」は荒廃した

社会を勇気づけたのです。四番の歌詞の中に F二人はどこへ行くのでしょう」、人間はどこ

から来てどこへ行くのか、茫洋と広がる沙漠、その行く先は幸であつて欲しい、戦いや餓

え貧国のない幸せいっぱいの土地であつて欲しいと、ヒューマニズムを著わしたのです。

歌の街づくり運動を提唱している横山太郎は、童謡唱歌を歌う効用として、歌を通じて

地域や社会と関わっていこう、歌の温かい心を次ぎの世代に繋げていこう、又ただ集まつ

て歌うだけでなく、時代の現象として終わらせる事なく、その中から色々のことを学び文

化として育てていこうと訴えています。医師で脳科学者の大島清は、ロマンを求めてやま

ない我が人生において童謡や唱歌は、高齢化社会を迎え心身ともに疲れ気味の現代人にと

って、力強い「癒し力」があると。車に頼らずひたすら歩くことで体の健康を、歌うこと

で心と精神の健康をと説いています。それは三要素のメロディー、ハーモニー、リズムが

脳全体を刺激して快感物質ア ドレナリンを放出し、体の新陳代謝を促し、血流改善してそ

の結果心身ともにス トレスがとれ軽快な気分に、体は自然に動き五感が刺激されて、音楽

が密に湛える「永続性」に浸り、時間 (いつでも)空間 (ど こでも)を越える力があると

解説しています。音楽療法を唱えたシュタイナーも同様の事を言つています。病気とはこ

の三つのパランスの壊れたものであり、つまり音楽はビタミン剤であると。

雅楽師の東儀秀樹はその五感について次のように述べています。千年以上も前に生まれ

た雅楽を Fどこか懐かしくて心が和む」と楽しむ人が増えていると。なぜに現代人の心に

雅楽の音がこれほど響くのでしようか。それは機械というものが全く存在しない、人間の

五感が頼りだつた時代にできた音楽だからこそと。そして今その雅楽を穂いた時、体の中

に微かに残る昔の感覚を、蛋自質DNAが触発され共鳴して、感じているのではないでし

ょうか。又もつと本能的というか原始的に、太平洋の大海原でクルージングをしていた時

輩彙を吹くと、なんとイルカの群れが船を目みしばらく船とともに泳いだと。さらにフラ

ンスの牧場で雪 を吹いた時も乳牛の群れが集まつたと述べています。どうも人間もイルカ

も乳牛も遺伝子DNAが音楽性を秘めているからでしょう力ヽ

最近東大寺大仏さんの前で声明を聴く機会があり、■250年以上前の大仏開眼法要に

は、遠く遠くベルシャやインド中国朝鮮から、この声明や歌謡,楽奏、舞踏、雑妓などさま

ざまな音楽文化が、シルクロー ドの東の果て奈良の都へ来たのでしょう力ゝ やはり奈良は

雨や風の音など自然と一体になれ、自然の中に神々が存在する心の故郷ですね:
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オプション企画「葛城山春の妖精カタクリを愛でる路を歩く」

報告者 林 令子

日時 2007年 4月 16日 (月 )近鉄御所駅 10時集合

行程 近鉄御所駅一―葛城登山口駅― (ロープウエィ)_葛城山上駅―一自然研究路―_秘密の
花園――葛城山上駅― (ロープウエィ)一葛城登山口駅 解散

参加者 ′:1井 古川 ゴι久保 中西 福谷 山崎 尾上 岩田 林 (下見 弓場)

雨のち曇リー時晴れ後又雨というややこしい天気「降水確率が60%以上の時は中止」とのルー
ルが導入されての最初の行事、降水確率も午前50%、 午後60%と意地悪く悩ましい数字.迷いつつ
兎に角行こうと近鉄御所駅に着くと7名の方が来られている。「無理をせず、日―プウエイで登り降りし
山頂を少し歩こう」という所で話がまとまり出発。10時 17分のパスに乗り、日―プウェィ前で待つてお
られたお二人 と合流し ぎりぎリセーフの10時40分のロープウエィに乗り込み山上駅 へ。 自己
紹介をしあった後歩き始める。やはり雨、、、しかし有難い事に小雨、自然研究路に入るとすぐにカタ
クリの群落に出会う。当然のことながら花は閉じている。致し方ないか。途中ショウジョウバカマが目を
楽しませてくれる。研究路を3分の2位過ぎたところから次々とカタクリの群落が現れる。時折少し花を
開きかけてくれているのもある。雨の中を懲りずに訪ねてきた私たちに 精一杯のサービスをしてくれ
ているのかとひとり合点をし 感謝する。雨も上がリキャンプ場で昼食。小鳥のさえずりを聴きながの
優雅なひと時だ。食後ショウジョウパカマの群落を見に行く。斜面一面にびっしり株が見られるが咲い
ているのはまだ少ない。残念 !一面に花がさけば凄いだろうな。満開の時に又会いに来よう。この頃
には空も明るくなり薄日も射して来る。
ツツジ園を下り、「秘密の花園」に行く。ここで1輪、完全に花を開き、イナパウアーを演じるカタクリに

出会う。ありがとう、感激 !しばらく立ち止まりじっくり眺める。のち葛城高原ロッジに行きお茶タイム.
窓外の景色を楽しみつつビールやコーヒーを飲み歓談する。こんなのんびりした行事もあっていいか
なと悦にいる。
後タムシバやミツマタ、未だ咲いているヤマザクラ等を楽しみつつ山上駅に行き終りの会をして、3

時のロープウェイに乗り豊山口駅で解散する。
下見で地図を用意して下さり道案内をして頂いた弓場さんに感謝しつつ帰路に着く。

帰り道 今回の微妙なケースを振り返り 降水確率を午前で見るのか午後も含めるのかをもう一度み
んなで話し合わなしヽといけないなと思った。

含羞のかたかごの花俯けり 川井 秀夫

4月 例会。葛城山 片栗・ 狸 袴々の群生地を訪ねる。
生憎の雨模様。申し訳なさそうに頭を下げて羞じらいの姿が
いじらしい。                 |
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社会貢献事業

アースデイ 2 0 0 7inな ら大和川クリーン作戦に今年も参加

4月 22日 (日 )例年の如く、ならコープ主催で奈良県第 1浄化センター自由広場で開

催された。

全員での河り|1清掃の後、我々はネイチャークラフトで参加した人たちに指導した、生駒

棚田クラブと隣り合わせで和気あいあいの雰囲気であつた。

全体では本年は規模が大きく成り16組の団体のブースとフリーマーケットも出ていた。

リピーターの親子や、孫連れの人もおり、楽しみにしているのを聞くとこちらも楽しい。

天気を心配しながらの進行でしたが、昼過ぎに降り出してしまつた。

子供達もまだ工作 したそうな子もいたが 1時過ぎには本格的な雨に成り、他の全てのイ

ベントも途中中止となつた。自然には勝てません。

[参加者] 樋日、斎藤、本郷、川井、古川、阿部、明石、小嶺

ヨジョケイ ガヽ田 久美子

玉子でお諄I染みのウズラも自生の規にはな

かなか会えませんが、そのウズラを少し大き

くチョットおしゃれにしたような感じの雌雄

の判別のつきにくい鳥です。 春になると

オスはとてつもない大声で「チョットこい!!、

チョットコイl!」 と呼ばわります。自然派の

皆さんは一度や二度きかれたことがあるはず
｀

です。その誘い0声につられて行つてみても

姿はなかなか見られません。 本来は日本の鳥

ではありませんが、大正八年「旭硝子」の社長

が上海から自分の邸に連れてきた鳥とのこと。狩猟鳥として放され遅しく野生化して今や

日本の生態系の中にしつかり根付いた帰化鳥です。 開きなしは他に『カァチャンこわい」

というのもあります。アチャコさんが活躍した頃なのか「アジャ、パァー」というのもあ

らたとか。米軍の基地では英語で鳴くコジュタイもいて「people whenjと か「one two three」

とか鳴くそうですョ。
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